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島
根
県
安
来
市
に
あ
る
足
立
美
術
館
は
、

『
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド・ジ
ャ
ポ
ン
』で

最
高
評
価
三
つ
星
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
美
し
い

日
本
庭
園
で
知
ら
れ
ま
す
。

　

創
設
者
は
地
元
出
身
の
実
業
家
、足
立
全ぜ

ん

康こ
う

氏
。
横
山
大
観
を
始
め
と
す
る
近
現
代
の

日
本
画
を
深
く
愛
し
た
氏
は
、日
本
庭
園
を

通
じ
て
四
季
の
自
然
の
美
に
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
で
、日
本
画
の
魅
力
が
よ
り
多
く
の
人
に
伝

わ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　

総
敷
地
面
積
約
16・５
万
㎡
。
大
観
の
作
品

を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
白
砂
青
松
庭
」、京
風
の
雅

な「
苔
庭
」な
ど
個
性
豊
か
な
庭
園
が
建
物
を

囲
み
ま
す
。
館
内
に
は
刻
々
と
変
化
す
る
庭

の
景
色
を
絵
画
の
よ
う
に
鑑
賞
で
き
る「
生
の

額
絵
」「
生
の
掛
軸
」と
いっ
た
楽
し
い
仕
掛
け

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
庭
園
も
ま
た
一
幅
の
絵
画
で
あ
る
」と
い

う
信
念
の
も
と
、氏
は
91
歳
で
亡
く
な
る
ま
で

庭
造
り
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
庭
園

を
変
わ
ら
ぬ
姿
で
伝
え
る
た
め
、現
在
も
職
員

総
出
で
毎
朝
１
時
間
か
け
て
園
内
を
清
掃

し
、庭
木
の
枝
ぶ
り
が
周
囲
と
合
わ
な
く
な
っ

た
ら
交
換
で
き
る
よ
う
に
、赤
松
の
ス
ペ
ア
約

４
０
０
本
を
用
意
。
夏
季
に
は
、専
属
の
庭
師

が
赤
松
を
巧
み
に
剪
定
す
る
作
業
風
景
を
見

ら
れ
る
こ
と
も
。

　

同
館
は「
大
観
美
術
館
」と
も
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、質・量
と
も
に
日
本
有
数
の
横
山
大
観
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
大
観

円
熟
期
の
傑
作
と
評
さ
れ
る『
紅
葉
』は
、名

古
屋
の
美
術
展
で
初
め
て
目
に
し
た
全
康
氏

が
、言
葉
が
出
な
い
ほ
ど
感
銘
を
受
け
、「
何
が

何
で
も
手
に
入
れ
た
い
」と
八
方
手
を
尽
く
し

て
入
手
し
た
と
い
う
逸
品
。　

　

日
本
の
秋
を
装
飾
性
豊
か
に
描
い
た
屏
風

絵
に
は
、毎
年
こ
の
作
品
を
観
る
た
め
に
来
館

す
る
フ
ァ
ン
も
多
い
の
だ
と
か
。

　

他
に
も
竹
内
栖せ

い

鳳ほ
う

や
上
村
松
園
な
ど
、近

代
日
本
画
壇
の
巨
匠
た
ち
の
名
品
や
、現
代
日

本
画
、陶
芸
、童
画
、木
彫
な
ど
多
彩
な
コ
レ
ク

シ
ョン
を
誇
る
同
館
。

　

稀
代
の
芸
術
家・北
大
路
魯
山
人
の
作
品
に

つ
い
て
は
、全
康
氏
の
孫
で
あ
る
現
館
長
の
足

立
隆
則
氏
が
熱
心
に
収
集
を
進
め
、現
在
約
５

０
０
点
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
に

は
、同
館
の
開
館
50
周
年
を
記
念
し
て
展
示
室

「
魯
山
人
館
」を
新
設
。
蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

落
ち
着
い
た
空
間
で
、陶
芸
の
他
、篆て

ん

刻こ
く

や
書

な
ど
貴
重
な
作
品
の
数
々
を
鑑
賞
す
る
楽
し

み
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
美
、芸
術
の
美
を
じ
っ
く
り
と
味
わ

う
一日
を
、足
立
美
術
館
で
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
庭
園
も
一
幅
の
絵
画
」

そ
の
信
念
が
今
も
息
づ
く

新
設
の
展
示
室
で

魯
山
人
の
名
品
と
出
会
う

世
界
が
認
め
た
日
本
庭
園
と

近
代
日
本
画
の
名
品
に
ふ
れ
る

美
し
い
日
本
庭
園
と
、近
代
日
本
画
の
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
足
立
美
術
館
。

50
年
間
変
わ
ら
ぬ
努
力
と
、未
来
に
向
け
た
新
し
い
変
化
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。上段／背後の山を借景とすること

で奥行を感じさせる「枯山水庭」。
下段／周囲の景観へおだやかに
溶け込む美術館の建物。

日々 刻 と々変化する庭園を大きな窓から絵画に見立てて鑑賞できる、「生の額絵」。

横山大観《乾坤輝く》（1940年）
大観の画業50年を記念して発表された、
霊峰富士をテーマにしたシリーズの一枚。
8月30日まで開催の「夏季特別展」で展示。

北大路魯山人《雲錦鉢》（1941年頃）
直径40㎝を超える本作品は、紅葉した楓と満開の桜が大胆にあしらわれている。

横山大観《紅葉》（１９３１年）
毎年、秋季限定で公開される横
山大観、円熟期の屏風絵。紅葉
の赤と流水の群青、さざなみの白
金泥が秋の清冽な自然を描き出
す。8月31日～11月30日開催の

「秋の横山大観コレクション選」
で展示予定。

　安来市の「飯梨川河口」は約30mにわ
たり砂が堆積し、無風で空気が澄んだとき
には、水面が鏡のように変化。ボリビアの

「ウユニ塩湖」さながらです。近隣の松江市
には「松江カツライス」というご当地グルメ
も。カツにコク深いデミグラスソースをかけた
一品で、レトロな味わいが魅力です。

住所  島根県安来市古川町320
電話  0854-28-7111
料金  �大人2,300円
開館  �9:00～17:30（4月～9月）、9:00～

17:00（10月～３月）　無休 
（新館のみ展示替えのため休館日あり）

交通  �JR安来駅より無料シャトルバスで約20分
HP  https://www.adachi-museum.or.jp/ 飯梨川河口（安来のウユニ塩湖）

問 安来市観光協会 TEL.0854-23-7667（飯梨川河口）
　 松江観光協会 TEL.0852-27-5843(松江カツライス)

https://www.kourituyasuragi.jp/

足立美術館 お楽しみ周辺SP
OT

安来の「ウユニ塩湖」と
松江カツライス

お泊まりは
「公立共済やすらぎの宿」
を、ぜひご利用ください

お近くには「サンラポーむらくも」
がございます。詳しくは「やすらぎ
の宿」HPをご覧ください。
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